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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第６期
第２四半期
連結累計期間

第７期
第２四半期
連結累計期間

第６期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 6,399,269 7,744,988 15,995,490

経常利益 (千円) 670,014 1,040,226 2,297,222

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 417,577 660,050 1,234,059

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 418,999 697,342 1,336,392

純資産額 (千円) 11,432,161 12,694,185 12,330,826

総資産額 (千円) 20,895,439 23,465,681 23,638,111

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.02 17.56 32.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.7 54.1 52.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 793,278 1,525,569 1,828,489

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △260,358 △408,766 △291,666

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △349,489 △307,925 △725,004

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,546,686 5,982,802 5,174,042
 

 

回次
第６期
第２四半期
連結会計期間

第７期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.41 10.00
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（コンクリート等製品事業）

　株式取得に伴い、鶴見コンクリート株式会社を持分法適用関連会社にしております。

　この結果、平成29年９月30日現在では、当社グループは、当社及び６社の連結子会社並びに３社の持分法適用関連

会社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境が改善し、個人消費にも持ち直しの兆し

が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、中国や新興国経済の停滞、緊迫する北朝鮮情勢など

の地政学的リスクの高まりや、欧米の政治・経済動向などを背景に、景気の下振れリスクが懸念されるなど、先行

きは不透明な状況が続いております。

 このような状況下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は7,744百万円と前年同四半期と比べ

1,345百万円（21.0％）の増収となりました。

　利益面につきましては、営業利益は980百万円と前年同四半期と比べ403百万円（70.0％）の増益、経常利益は

1,040百万円と前年同四半期と比べ370百万円（55.3％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益につきまして

は、法人税等391百万円の計上等により、660百万円と前年同四半期と比べ242百万円（58.1％）の増益となっており

ます。
 

セグメント業績を示すと、次のとおりであります。

① コンクリート等製品事業

当第２四半期連結累計期間におけるコンクリート等製品事業につきましては、マンホール及びプレキャス

トガードフェンス等の振動製品及び落石防護柵の防災製品等の出荷が順調に推移したことから売上高は6,531

百万円、前年同四半期と比べ1,149百万円（21.4％）の増収となり、営業利益は1,068百万円、前年同四半期

と比べ347百万円（48.2％）の増益となりました。

② セラミック事業

セラミック事業は、売上高は448百万円、前年同四半期と比べ６百万円（1.4％）の減収となり、営業利益

は31百万円、前年同四半期と比べ10百万円（51.1％）の増益となりました。

③ 工事事業

工事事業は、売上高460百万円、前年同四半期と比べ176百万円（62.0％）の増収となり、営業利益は93百

万円、前年同四半期と比べ47百万円（104.1％）の増益となりました。

④ その他事業

工事資材事業の収入増加により、その他事業全体で売上高は304百万円、前年同四半期と比べ26百万円

（9.4％）の増収となりました。営業利益は97百万円と前年同四半期と比べ４百万円（5.3％）の増益となり

ました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は23,465百万円となり、前連結会計年度末と比べ172百万円の減

少となりました。

　流動資産は14,468百万円、前連結会計年度末と比べ245百万円の減少。固定資産は8,997百万円、前連結会計年

度末と比べ72百万円の増加となりました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における総負債は10,771百万円となり、前連結会計年度末と比べ535百万円の減

少となりました。

　流動負債は6,569百万円、前連結会計年度末と比べ345百万円の減少。固定負債は4,202百万円、前連結会計年

度末と比べ190百万円の減少となりました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は12,694百万円となり、前連結会計年度末と比べ363百万円の増

加となりました。なお、自己資本比率は54.1％、１株当たり純資産額は338.13円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、5,982百万円、前連結会

計年度末比808百万円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状

況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは1,525百万円（前年同四半期比732百万円増）の資金収入となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益1,051百万円の計上及び売上債権が1,200百万円減少したこと等によるも

のです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは408百万円（前年同四半期比148百万円減）の資金支出となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出233百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは307百万円（前年同四半期比41百万円増）資金支出となりました。これは

主に、短期借入金の純増額による収入600百万円があった一方、長期借入金の返済による支出390百万円、社債の

償還による支出201百万円及び配当金の支払298百万円等によるものです。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は79百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,184,502 46,184,502
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株であり
ます。

計 46,184,502 46,184,502 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ― 46,184,502 ― 2,000,000 ― 500,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

 平成29年９月30日現在
 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場２丁目３－５号 2,646 5.72

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,360 2.94

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 1,161 2.51

株式会社岩崎清七商店 東京都千代田区丸の内２丁目４番１号 1,042 2.25

デンカ株式会社 東京都中央区日本橋室町２丁目１－１ 815 1.76

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口4)

東京都中央区晴海１丁目８－11 798 1.72

仙波　昌 東京都世田谷区 776 1.68

岩﨑　清一 東京都大田区 687 1.48

株式会社和田商店 東京都中央区銀座１丁目１４－７ 608 1.31

仙波　不二夫 東京都世田谷区 565 1.22

計 ― 10,460 22.64
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式8,533千株（18.47％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式  8,533,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式    525,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 37,059,100 370,591 ―

単元未満株式 普通株式     67,402 ― ―

発行済株式総数 46,184,502 ― ―

総株主の議決権 ― 370,591 ―
 

(注) １.「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が99株含まれております。

２.「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ14,700株及び10株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係

る議決権147個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

 平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ゼニス羽田ホールディングス
株式会社

東京都千代田区麹町
五丁目７番地２

8,533,000 ― 8,533,000 18.47

(相互保有株式)
鶴見コンクリート株式会社

神奈川県横浜市鶴見区
鶴見中央三丁目10番
44号

525,000 ― 525,000 1.13

計 ― 9,058,000 ― 9,058,000 19.61
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第７期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　監査法人よつば綜合事務所

第７期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　監査法人大手門会計事務所
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,224,742 6,064,002

  受取手形及び売掛金 ※2  6,902,360 ※2,※3  5,701,637

  未成工事支出金 162,217 269,905

  商品及び製品 1,559,862 1,648,565

  仕掛品 108,343 106,893

  原材料及び貯蔵品 391,578 383,962

  その他 375,987 305,205

  貸倒引当金 △11,883 △12,098

  流動資産合計 14,713,208 14,468,074

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 6,129,599 6,129,599

   その他（純額） 1,408,359 1,383,118

   有形固定資産合計 7,537,959 7,512,718

  無形固定資産 120,642 116,041

  投資その他の資産   

   その他 1,345,595 1,449,366

   貸倒引当金 △79,295 △80,520

   投資その他の資産合計 1,266,300 1,368,846

  固定資産合計 8,924,902 8,997,606

 資産合計 23,638,111 23,465,681

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,504,473 ※3  3,361,792

  短期借入金 760,000 1,360,000

  1年内返済予定の長期借入金 482,182 170,512

  1年内償還予定の社債 302,000 202,000

  未払法人税等 353,489 363,928

  賞与引当金 257,397 260,338

  工場閉鎖損失引当金 12,800 -

  その他 1,241,963 ※3  850,661

  流動負債合計 6,914,305 6,569,231

 固定負債   

  社債 326,000 225,000

  長期借入金 399,539 320,277

  退職給付に係る負債 1,378,871 1,331,322

  役員退職慰労引当金 4,290 4,290

  工場閉鎖損失引当金 744,705 757,505

  その他 1,539,573 1,563,868

  固定負債合計 4,392,979 4,202,263

 負債合計 11,307,285 10,771,495
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,000,000 2,000,000

  資本剰余金 743,845 743,845

  利益剰余金 9,595,870 9,954,707

  自己株式 △1,437,701 △1,470,469

  株主資本合計 10,902,015 11,228,083

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 209,011 246,302

  土地再評価差額金 1,219,799 1,219,799

  その他の包括利益累計額合計 1,428,810 1,466,102

 純資産合計 12,330,826 12,694,185

負債純資産合計 23,638,111 23,465,681
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 6,399,269 7,744,988

売上原価 4,462,192 5,323,127

売上総利益 1,937,076 2,421,860

販売費及び一般管理費 ※1  1,360,099 ※1  1,441,075

営業利益 576,977 980,784

営業外収益   

 受取利息 549 127

 受取配当金 7,281 9,321

 負ののれん償却額 6,020 -

 持分法による投資利益 - 4,586

 経営指導料 20,000 20,000

 貸倒引当金戻入額 36,493 -

 その他 60,457 60,049

 営業外収益合計 130,802 94,084

営業外費用   

 支払利息 17,334 10,707

 持分法による投資損失 3,603 -

 貸倒引当金繰入額 - 14,713

 その他 16,826 9,223

 営業外費用合計 37,764 34,643

経常利益 670,014 1,040,226

特別利益   

 固定資産売却益 1,352 4,101

 投資有価証券売却益 - 6,976

 特別利益合計 1,352 11,078

特別損失   

 固定資産除却損 13 0

 工場閉鎖費用 7,238 -

 特別損失合計 7,252 0

税金等調整前四半期純利益 664,114 1,051,304

法人税、住民税及び事業税 199,607 364,487

法人税等調整額 46,929 26,766

法人税等合計 246,537 391,253

四半期純利益 417,577 660,050

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 417,577 660,050
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 417,577 660,050

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,421 37,291

 その他の包括利益合計 1,421 37,291

四半期包括利益 418,999 697,342

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 418,999 697,342

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 664,114 1,051,304

 減価償却費 194,391 189,480

 負ののれん償却額 △6,020 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △34,864 1,440

 賞与引当金の増減額（△は減少） 5,311 2,941

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21,870 △47,549

 受取利息及び受取配当金 △7,830 △9,449

 支払利息 17,334 10,707

 持分法による投資損益（△は益） 3,603 △4,586

 投資有価証券売却損益（△は益） - △6,976

 為替差損益（△は益） △929 117

 固定資産除売却損益（△は益） △1,338 △4,101

 売上債権の増減額（△は増加） 1,532,980 1,200,723

 たな卸資産の増減額（△は増加） △118,093 △187,325

 仕入債務の増減額（△は減少） △736,274 △142,681

 その他 △298,357 △180,610

 小計 1,235,896 1,873,434

 利息及び配当金の受取額 12,830 14,449

 利息の支払額 △17,652 △11,165

 法人税等の支払額 △437,796 △351,149

 営業活動によるキャッシュ・フロー 793,278 1,525,569

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） △11,800 △30,500

 投資有価証券の売却による収入 - 13,168

 有形固定資産の取得による支出 △219,875 △233,802

 有形固定資産の売却による収入 12,716 4,101

 無形固定資産の取得による支出 △23,950 △6,419

 関係会社株式の取得による支出 - △160,000

 貸付けによる支出 △3,300 -

 貸付金の回収による収入 996 862

 その他 △15,146 3,822

 投資活動によるキャッシュ・フロー △260,358 △408,766

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △38,000 600,000

 長期借入金の返済による支出 △204,868 △390,932

 社債の発行による収入 300,000 -

 社債の償還による支出 △61,000 △201,000

 リース債務の返済による支出 △18,641 △17,177

 自己株式の取得による支出 △63,084 △114

 配当金の支払額 △263,895 △298,701

 財務活動によるキャッシュ・フロー △349,489 △307,925

現金及び現金同等物に係る換算差額 929 △117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 184,359 808,759

現金及び現金同等物の期首残高 4,362,326 5,174,042

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  4,546,686 ※1  5,982,802
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

持分法適用の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した鶴見コンクリート株式会社を持分法の適用範囲に含め

ております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

近畿ヒューム管工業協同組合 90,130千円 ―千円

大東ハネダ株式会社 238,750千円 228,250千円

 328,880千円 228,250千円
 

 

　※２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 3,789千円 5,425千円
 

 

　※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年9月30日)

受取手形 ―千円 258,009千円

支払手形 ―千円 98,514千円

設備関係支払手形 ―千円 2,313千円
 

 
(四半期連結損益計算書関係)

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日)

役員報酬 69,738千円 69,462千円

給与手当 516,881千円 529,062千円

賞与引当金繰入額 130,547千円 138,570千円

退職給付費用 31,302千円 29,204千円

貸倒引当金繰入額 1,628千円 1,943千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日)

現金及び預金 4,589,586千円 6,064,002千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△42,900千円 △81,200千円

現金及び現金同等物 4,546,686千円 5,982,802千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 266,745 7.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 301,213 8.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計　上　額

(注)2

コンクリート等

製品事業

セラミック

事 業
工事事業 その他事業

売上高        

 外部顧客への売上高 5,381,380 455,088 284,113 278,688 6,399,269 ― 6,399,269

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 5,381,380 455,088 284,113 278,688 6,399,269 ― 6,399,269

セグメント利益 721,234 20,864 45,988 92,466 880,554 △303,577 576,977
 

(注) １．セグメント利益の調整額△303,577千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計　上　額

(注)2

コンクリート等

製品事業

セラミック

事 業
工事事業 その他事業

売上高        

 外部顧客への売上高 6,531,313 448,499 460,310 304,864 7,744,988 ― 7,744,988

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
― ― ― ― ― ― ―

計 6,531,313 448,499 460,310 304,864 7,744,988 ― 7,744,988

セグメント利益 1,068,953 31,535 93,883 97,404 1,291,776 △310,991 980,784
 

(注) １．セグメント利益の調整額△310,991千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

(金融商品関係)

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11円02銭 17円56銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額(千円)

417,577 660,050

　普通株主に帰属しない金額 ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額(千円)

417,577 660,050

　普通株式の期中平均株式数(株) 37,877,615 37,597,267
 

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月10日

ゼニス羽田ホールディングス株式会社

　　　　取締役会　御中

 

監査法人　大手門会計事務所
 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   池　上　　健　志　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   中　村　　尋　人　　印

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゼニス羽田ホー

ルディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

29年７月１日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゼニス羽田ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成29年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

会社の平成29年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成28年11月14日付で無限定の結論を表明し

ており、また、当該連結財務諸表に対して平成29年６月29日付で無限定適性意見を表明している。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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